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ケースA 5×10■2 Smagorinsky型　C＝O．5 28　　　　35 2．7　　　2．0
ケースB 2x1014 同　上 1．7　　　18 43　　　　7．3
ケースC ’5×10－5 同　上 0．9　　　18 86　　　　8．O
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図13　ケースDの1000日目におけるβ一α断
　　　面の密度偏差図．左が北，右が南．
Fig．13　Profile　of　density　anomaly　atβ一α
　　　section　for　case　D．Time　of　day　is
　　　1000．The1eft　hand　side　is　noれh　and
　　　th・・igh｛h・・d・id・i・…th．
7．おわりに
　気候モデルに適用できるOGCMを確立するための手始めとして，B1umberg　and　Me11or
（1987）のモデルを使用し，鉛直渦粘性係数と鉛直渦拡散係数に対する感度実験を行った．今回
の実験は，外力として風応力だけを与え，海域として南極周極流域を選んだ．
　Me11or　and　Yamada（1974）のレベル2．5乱流クロージャーモデルを導入したもの（ケー
スD）は非常に効率よくエクマン境界層を解像することがわかった．ただし，エクマン境界
層を解像していない一定値のKMの場合（ケースBとC）でも，風応力によってインプットさ
れる運動量は等しく，定常状態の東西流量はすべての場合に対して等しくなった．このこと
は，式（5，1，1）がKMに依存していないことからも予想される．
　今回の感度実験で，K。とK。を一定にした場合に対する混合層の深さ，海面の温度を乱流
クロージャーモデルのもの（ケースD）と合わせるにはK。とK。をO（10■5m2s■’）にすること
が必要であることがわかった．しかし，KMとK。をO（10■5m2s■1）の小さい値にすると速度
場に鉛直方向の勾配の強い部分ができ，上層と下層で流速場が分離する（図10，（b），（c））．
これは，混合層域においてKパ定のモデルではそのf直が小さい臨1袈1が大き／ならざ
るを得ないためである．乱流クロージャモデルは混合層でKMが大きな値（O（10■1m2su1））を
とる。一方，それ以深で運動量及び熱輸送が小さいため，混合層とそれ以深がするどく分離
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図14
Fig．14
図12と同じ観測における南から北に向かう溶存酸素の鉛直分布図．
Vertica1profi1e　of　resolved　oxygen　at　Drake　Passage　obse岬ed　on　R／V　Thompson　during1976．
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する．したがって，KM一定の場合の不都合が解消する。
　Takano（1979）はKMとK。を一定値とした0GCMでは，南北熱輸送に対しては現実より小
さ目になり，温度躍層の深さは大き目になることを指摘している．本モデルは上記のような
特性をもつことから，Takano（1979）が指摘した欠陥を改良できるモデルである．
　今回の感度実験では，風応力を与えた時の異なるKMとK。に対する混合層及び流速場の
応答を調べたが，外力として熱流束がある場合の感度実験も重要なので第2報で取り扱う．
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